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特集：■大学発→学校行き
　　　　　大学発教育支援コンソーシアム推進機構（CoREF）の活動

　　　■第8回ホームカミングデイ開催！
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秋の紫綬褒章受章

　江頭憲治郎名誉教授、宮園浩平教授、中村栄一教授、
神野直彦名誉教授、福山透教授、米澤明憲教授、荒川泰
彦教授が、本年秋の紫綬褒章を受章いたしました。　

江頭　憲治郎　名誉教授（大学院法学政治学研究科・法
学部）

　江頭憲治郎先生（現早稲田大学
大学院法務研究科教授）が、商法
学研究における功績により、本年
秋の褒章において紫綬褒章を受章
されました。
　江頭先生は、商法学の分野にお
いて、徹底した機能主義の手法を
用いるとともに、ファイナンス理
論などの隣接諸科学の研究手法や
実務に関する緻密な実証的手法を取り入れ、これらを基
礎として解釈理論を革新されました。
　商法学のうちの会社法の領域では、小規模閉鎖的な会
社や親子会社における会社法の適用のあり方に関する法
人格否認の法理の研究から出発され、その後においても
多面的にそれまでの会社法理論を革新し、最近の会社法
の改正の基礎を提供する研究を展開されました。その代
表例の第１として、オプション価値に着目した新株予約
権の発行規制があり、江頭先生は、商法研究者としては
はじめてオプション価値に着目した発行規制のあり方の
理論的基礎を構築されました。第２に、会社の合併につ
いて、交付金合併を認めるとともに、これを認める場合
に会社から閉め出される株主に交付される金額の公正さ
の基準や反対株主の株式買取請求権における買取価格の
あり方についての立法論的な提言をされました。以上の
２点の改正は、2005年等の近時の会社法の改正でも、実
務に最も大きなインパクトを及ぼした改正であり、江頭
先生の研究なしには実現できなかったものといえるもの
です。また、会社法研究の集大成として 2001年に刊行
された体系書である『株式会社・有限会社法』（2006年
以後『株式会社法』と改題）は、研究者と実務家の双方
の必須の参考文献として大きな影響を及ぼしています。

　商法のうちの企業取引法の領域でも、江頭先生は、現
実に行われている重要な企業取引について、使用されて
いる契約書式、約款、国際団体の標準的ルールなどを幅
広く実証的に把握した上で、法的な重要問題を解説する
まったく新しい内容の体系書として『商取引法』を刊行
されるなど、この領域でもそれまでの研究水準を一挙に
高める成果を上げられました。
　江頭先生の受章に対し心よりお祝い申し上げるととも
に、今後のご健勝をお祈りいたします。

（大学院法学政治学研究科・法学部　山下友信）

宮園　浩平　大学院医学系研究科・医学部教授

　宮園浩平教授（大学院医学系研
究科・医学部）が「TGF-βシグ
ナルの研究」におけるご功績によ
り、2009年秋の褒章で紫綬褒章を
受章されました。
　宮園先生は医化学の分野におい
て、細胞の増殖や分化を調節する
因子である Transforming Growth 
Factor （TGF）-βとそのファミ
リー因子の研究に努め、それらのシグナル伝達機構と役
割の解明における先駆的な研究成果は国際的に高く評価
されています。
　宮園先生がスウェーデンで TGF-β研究を始めた当初
はまだそのシグナル伝達経路はほとんど明らかにされて
いませんでしたが、受容体や細胞内シグナル伝達因子の
同定を通じてその全容の解明に多大な貢献を果たしまし
た。またその後 TGF-βファミリーシグナルの細胞の発
生と癌化における役割の解明を進め、特に癌の基礎研究
の発展に優れた業績を挙げました。さらに、現在ではそ
れらをもとにした臨床応用に向けた研究も積極的に進め
ておられます。
　現在は日本癌学会、生化学会、分子生物学会で要職を
歴任されながら、本研究科においても副研究科長を務め
られるなど大学内外で多忙を極めております。その中で
も宮園先生は医学系研究科分子病理学講座を主宰し、研
究活動を積極的に継続するとともに、熱心に後進の指導
にあたられています。
　研究室一同、ご受章を心よりお喜び申し上げますと共
に、今後益々の研究のご発展を祈念いたします。

（大学院医学系研究科・医学部　渡部徹郎）
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中村　栄一　大学院理学系研究科・理学部教授

　グローバル COEプログラム「理
工連携による化学イノベーショ
ン」の拠点リーダーである化学専
攻の中村栄一教授が、本年秋の褒
章発令において、学術、芸術、技
術開発等の功労者を対象とする紫
綬褒章を受章されました。
　中村教授は永年にわたって、有
機化学を基盤に、物質科学からナ
ノ科学に渡る化学の広範な領域で独創的な研究を先導し
てこられました。最近では、我が国の今後の科学技術政
策における一つの方向を示す「元素戦略」を提唱し、鉄
やマンガン等、ありふれた金属を用いて、斬新な触媒反
応を実現する研究で世界をリードしておられます。また、
長年培ってきた有機合成化学の実力を駆使して、フラー
レン誘導体やπ共役系有機分子などの新しい分子をつく
りだし、その分子構造の中に新しい機能を見つけ出すこ
とに尽力してこられました。さらに、エネルギー問題、
資源問題を見据え、分子としての特徴を生かした新しい
構造の有機薄膜太陽電池や有機 EL素子を開発すること
により、社会貢献を目指した研究を推進されています。
　その一方で、科学技術振興機構 ERATO「中村活性炭
素クラスタープロジェクト」を率い、単一有機分子の動
きや反応を電子顕微鏡で観察することに世界で初めて成
功されました。これは、まさに化学者の夢の一つであり、
「世界観を変える」とセンセーショナルに新聞報道され
ました。このように中村教授は、基礎研究分野において
も目覚ましい成果を挙げておられます。
　これまでに、日本 IBM科学賞、アメリカ科学振興協
会フェロー、日本化学会賞、英国王立化学会フェロー、
独フンボルト研究賞、アメリカ芸術科学アカデミー外国
人名誉会員等、数々の栄誉に輝いておられ、2010年には、
アメリカ化学会賞のご受賞も決まる等、国際的に活躍し
ておられます。今回の褒章を契機に、さらなる研究のご
発展をお祈り申し上げます。

（大学院理学系研究科・理学部　長谷川哲也）
【写真撮影：柴田昌勝】

神野　直彦　名誉教授（大学院経済学研究科・経済学部）

　神野直彦名誉教授（現　関西学
院大学教授）が、「財政学研究」に
おけるご功績により、本年秋の褒
章で紫綬褒章を受章されました。
　神野先生は、政治、経済、社会
を包摂する社会全体の文脈の中で
財政現象を分析する財政社会学の
発展と体系化に多大の貢献をされ
ました。この功績によって、先生はかつてゴルトシャイ

トやシュムペーターによって提唱され、1980年代以降、
世界的な財政危機の中で、再び脚光を浴びることになっ
た財政社会学を、日本において開花させる道筋をつけら
れました。
　神野先生はこの財政社会学の観点から財政史、福祉国
家論、地方財政論、社会保障論の各分野においてつぎつ
ぎと独創的な実証研究を行ない、学界の共有財産ともい
うべき金字塔を打ち立て、多くの研究者を育てられまし
た。
　例えば、現金給付や対人サービスが、欧米のように中
央政府支出を通じてではなく、企業と地方自治体という
２つのチャネルを通じて供給されている点に日本の福祉
国家財政の特質があることを解明されました。
　また現代日本の国・地方財政関係を、歴史的視点を縦
糸に国際比較を横糸にして検証し、わが国の特徴が「集
権的分散システム」であることを解明されました。こう
した貢献により、エコノミスト賞（『システム改革の政
治経済学』）、石橋湛山賞（『地域再生の経済学』）等を受
賞されました。
　理論と歴史観を裏づけとした神野先生の政策提言は、
日本の地方財政、とりわけ地方分権改革にも大きな影
響を及ぼしたと評価されています。1995年に地方分権
推進委員会委員に就任して以来、ほぼ 10年にわたり日
本の地方分権改革の税財政面での舵取りを行われた後、
2008年 10月総務省地方財政審議会会長に就任して現在
に至っています。
　このように神野直彦先生は日本の財政学の発展を終始
リードしてこられた代表的研究者であり、その功績に対
して紫綬褒章の栄誉が授けられましたことは慶賀に堪え
ません。

（大学院経済学研究科・経済学部　持田信樹）

福山　透　大学院薬学系研究科・薬学部教授

　福山透教授が、化学系薬学、特
に天然物合成化学における卓越し
た合成ルートのデザイン、またそ
れを実現するための新規反応開発
などにおいて貢献が認められ、本
年秋の紫綬褒章を受章されまし
た。心よりお祝い申し上げます。
　福山先生は、複雑な生物活性天
然物を研究対象とし、卓抜な合成計画とそれを実現させ
るための新規方法論開発によって、創造性豊かな全合成
を次々と達成されております。先生の研究成果から代表
的な一部を挙げるだけでも、チオエステルからアルデヒ
ドやケトンへのパラジウム触媒を用いた変換法、銅触媒
を用いた芳香族アミン合成法、またインドール骨格の新
規構築法、さらには 2-ニトロベンゼンスルホニル基を
用いた二級アミンの一般合成法などがあります。また
これら汎用性の高い方法論を組み合わせて実現された
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並列コンピュータでの高効率な実行方式、などを次々に
研究開発し、国際的に大変顕著な学術的かつ実用的な業
績を上げられました。
　このような功績の結果、1999年に世界最大のコン
ピュータ学会である ACM（Association for Computing 
Machinery）から、「並列オブジェクトシステム」のパ
イオニアとして、ACM Fellowの称号を授与されてい
ます。また、2008年には、国際オブジェクト技術協会
（AITO）から、オブジェクト指向技術において卓越し
た功績を残した者に与えられる、Dahl-Nygaard賞も受
賞されています。
　現在では、並列オブジェクト指向技術は、インターネッ
トにおけるセカンドライフや Twitterシステム、また、
スーパーコンピュータを用いた科学技術計算分野では、
生物理学用分子動力学シミュレータの実現などにも使わ
れています。
　今回の受章は、長年に渡る先生の並列オブジェクト指
向技術に対する理論から実践に至る優れた業績と科学技
術に対する多大な貢献が高く評価されたものです。ご受
章心よりお祝い申し上げますとともに、ますますのご活
躍を祈念します。

（大学院理学系研究科・理学部　石川裕）

荒川　泰彦　生産技術研究所教授

　荒川泰彦先生（生産技術研究所・
教授）が電子工学分野における顕
著なご功績により、2009年秋の
褒章で紫綬褒章をご受章になられ
ました。
　荒川先生は、昭和 57年に世界
に先駆けて電子を３次元的に閉じ
込める量子ドットの概念を示さ
れ、半導体レーザに応用することで、閾値電流や温度依
存性などの特性を劇的に改善できる可能性を指摘されま
した。この論文の重要性・インパクトは 2000回を超え
る被引用回数が示しています。その後、ご自身自らその
実現を目指した研究に取り組まれ、平成 16年にはご自
身の予測を実際のデバイスとして実証されました。こ
れは量子ドットデバイスの実用化に向けた第一歩とし
て、世界に大きな衝撃を与えました。これらの成果は量
子ドットレーザの実用化を目指したベンチャー企業設立
につながるなど、産業界にも多大な貢献をされていらっ
しゃいます。さらに、量子ドットを用いて初めて光通信
波長帯単一光子発生器を実現するなど、量子情報デバイ
スの分野でも顕著な業績を挙げておられます。また、平
成４年には半導体微小共振器において共振器励起子ポラ
リトン効果を世界で初めて観測されました。この発見に
端を発して、いまや世界中で多くの研究者が関連研究に
取り組んでいます。近年では世界最高のＱ値をもつ３次
元フォトニック結晶共振器を用いた究極的な量子ドット

（+）-leinamycin、（‒）-CP-263,114、（+）-ephedradine A、
（+）-duocarmycin、（+）-vinblastine を始めとする様々
な独創的全合成は、新たな合成の考え方を提示した傑作
との評価を得ており、今後の薬学の発展における学問的
基礎としても高い価値を持っております。
　福山先生は、アメリカ化学会 Arthur C. Cope Scholar 
Award（平成５年）、有機合成化学協会賞（学術的）
（平成 14年）、国際複素環化学会 Senior Award in 
Heterocyclic Chemistry（平成 15年）、アメリカ化学
会 Award for Creative Work in Synthetic Organic 
Chemistry（平成 16年）、日本薬学会賞（平成 18年）、
中日文化賞（平成 21年）等の受賞に続き、今回の紫綬
褒章の受章となりました。
　福山先生は現在、有機合成化学協会会長、日本薬学会
ファルマシア編集委員長として、有機合成化学と中心と
した基礎研究の振興にもご尽力されております。
　今後の先生のご健勝とますますのご活躍を祈念してや
みません。

（大学院薬学系研究科・薬学部　横島聡）

米澤　明憲　大学院情報理工学系研究科教授／大学院理
学系研究科・理学部教授／情報基盤センター長

　理学部情報科学科、情報理工学
系研究科コンピュータ科学専攻、
情報基盤センター長の米澤明憲教
授が、情報科学分野における長年
にわたるソフトウェアシステムの
基礎理論の研究と実践の功績が認
められ、紫綬褒章を受章されまし
た。
　先生の受章における世界的功績として、「並列オブジェ
クト」に基づく計算モデルとプログラミング言語の提唱
があります。
　現在使われているWEBなどのコンピュータシステム
のソフトウェアの大部分は、「オブジェクト指向」と呼
ばれる設計・開発手法が用いられています。
　これは、ある形式に従った「オブジェクト」と呼ばれ
るソフトウェア部品（モジュール）を多数組み合わせて、
ソフトウェアシステムを見通し良くかつ安全に構築する
方式です。
　本方式の原型は、1960年代末の研究に遡ることが出
来ます。1970年代半ば、まだ、「オブジェクト指向」と
いう概念が定着する以前に、米澤先生は、「オブジェクト」
の概念を一般化し、沢山の「オブジェクト」のひとつひ
とつに、小さなコンピュータを１個ずつ埋め込んだ「並
列オブジェクト」という概念を提唱されました。そして、
（１）「並列オブジェクト」に基づくプログラミング言語、
（２）「並列オブジェクト」の高次・動的拡張方式、（３）
「並列オブジェクト」の数学的モデル、（４）「並列オブジェ
クト」に基づいて構築されたソフトウェアシステムの超
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-光相互作用の実現にも成功されていらっしゃいます。
このように、先生は量子ドット光デバイスを中心とした
光電子工学研究を世界的に牽引して来られました。
　また、数々の国家プロジェクトのリーダーとして、強
力なリーダーシップと産学連携のもとで量子ドットレー
ザに代表される基礎物理に立脚した新デバイスの実現に
向けた研究を推進させており、現在も本学量子情報エレ
クトロニクス研究機構の機構長として、研究開発に加え
て、産学連携の推進、若手研究者の育成にもご尽力され
ていらっしゃいます。さらに様々な政府関係委員や学会
の要職も歴任され、ナノ光電子工学に限らず関連学界の
発展にも多大な貢献をされていらっしゃいます。
　先生とご一緒に研究をさせていただけることは、我々
後輩にとってまことに幸せなことであります。改めてご
受章を心よりお祝い申し上げますとともに、今後の先生
のご健勝とますますのご活躍を祈念いたします。　

（生産技術研究所　岩本敏）

文化功労者顕彰

　塩野宏名誉教授、谷口維紹教授、古在由秀名誉教授、
山崎敏光名誉教授が文化功労者として顕彰されました。

塩野　宏　名誉教授（大学院法学政治学研究科・法学部）

　本学名誉教授塩野宏先生は、
1956年３月に本学法学部を卒業さ
れ、以後、助手・助教授を経て
1973年に教授となり 1992年に定
年退職されるまで、本学法学部お
よび大学院法学政治学研究科にお
いて行政法の研究と教育に当たら
れました。また、その間、学内行
政に関しても、法学部長・総長特
別補佐その他さまざまな職責を担われました。東京大学
を御退職後は、成蹊大学法学部教授・東亜大学通信制大
学院教授を歴任しておられます。
　塩野先生は、行政法総論、行政手続・行政争訟法、行
政組織法、地方自治制度、公務員法、公物法、給付行政
法、放送・電気通信法等々の広汎な領域にわたって、多
くの研究業績を挙げてこられました。助手論文であった
『オットー・マイヤー行政法学の構造』や、“公法と私法”
の問題に関する一連の著作などに示されているとおり、
先生の行政法研究は、実定法上の制度や議論をそれ自体
として鋭利に分析するとともに、深い洞察力をもってそ
れを歴史的な生成・発展・変容のパースペクティブのな
かに適切に位置付けることにおいて、他の追随を許さな
いものです。また、特に行政法総論の研究において、先
生が、固定的な枠組みのなかで解答の体系へと向かう従
来の行政法学のあり方の反省にもとづき、いわゆる行政

過程論、すなわち、行政の複雑かつ動態的な過程の全体
を視野に収めたうえでそれに対する適切な法的検討の場
の構築に努めるという立場で、広くかつ一貫した考察を
展開されたことは、以後の行政法学のあり方に根底的な
方向付けを与えています。
　先生は、日本公法学会の運営に長く携わり、その理事
長を２期にわたって務められたのをはじめ、学界の各種
の活動に主導的な役割を演じられ、また、ドイツをはじ
め諸外国の研究者との学問的交流にも熱心に取り組んで
来られました。その他、国や地方自治体の行政関係諸制
度の整備・運用に関しても、現在まで、多くの重責を担っ
ておられます。
　塩野先生は、さきに、その学問業績により紫綬褒章を
授与され、また日本学士院会員に選定されました。さら
にこのたび、文化功労者の栄誉が与えられたことは、ま
ことに慶賀の至りです。これからも、お元気で、御自身
の研究と後進の指導の両面においてますますお力を発揮
してくださるようお祈りいたします。

（大学院法学政治学研究科・法学部　小早川光郎）

谷口　維紹　大学院医学系研究科・医学部教授

　本学の谷口維紹教授（大学院医
学系研究科・医学部）が本年度文
化功労者に顕彰されました。ジェ
ンナーによる種痘の確立からはじ
まる免疫学という学問は十八世紀
の昔より今に至るまで連綿と続い
ておりますが、谷口先生はこの歴
史ある学問に分子生物学的手法を
用いて新たな風を吹き込まれました。すなわち、免疫を
はじめとする生体防御系において細胞間情報伝達を担う
生理活性物質サイトカインを分子レベルで捉える手法を
世界に先駆けて確立され、ヒトβ型インターフェロン
（IFN-β）の全構造を世界で初めて解明するとともに、
組み換え型インターフェロン産生法の基礎を確立されま
した。また、インターロイキン２（IL-2）の遺伝子単離
に成功し、初めて単一因子としての IL-2がＴリンパ球
の増殖作用を有することを実証なさるなど分子免疫学の
発展に多大な貢献を果たされました。現在、IFN-βな
らびに IL-2はウイルス疾患や癌などの治療に用いられ
ており、サイトカイン臨床応用における先生の先駆的な
業績は医学的にも高く評価されています。
　その後も IRFと呼ばれる転写因子ファミリーの発見
とその機能の解析により免疫と発がんを繋ぐ研究を展開
され、また最近では、外来病原体の侵入をいち早く感知
し排除する自然免疫応答と呼ばれる即応性の免疫システ
ムについても、病原体由来 DNAを特異的に認識する新
規受容体の同定や、汎く核酸を認識するセンサー因子の
発見など次々とインパクトの高い成果を発表なさるな
ど、日々、免疫学の「最先端」を目指し、研究に邁進さ
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れておられます。近年、サイトカイン研究は、生命体の
発生や組織構築、さらに生体防御系などさまざまな生命
維持機構を理解する上で極めて重要な研究領域へと発展
しており、これらサイトカイン研究の基盤を築き、免疫
学、がん研究を中心として長年にわたり先駆的な研究を
展開なさってこられた先生の業績は国際的に高く評価さ
れ、既に多くの権威ある国際賞等を受賞なさっておられ
ます。さらに、平成 15年には米国科学アカデミー外国
人会員に選出され、現在も国際的な学会活動を精力的に
展開されています。この度の顕彰を心よりお祝いし、今
後とも先生の研究が免疫学、医学そして人類の未来に大
きく貢献してゆかれることを、期待してやみません。

（大学院医学系研究科・医学部）

古在　由秀　名誉教授（東京天文台）

　古在先生は 1951年に東京大学
理学部天文学科を卒業、1952年に
東京天文台助手になられ、土星の
衛星系の運動を研究し、1958年「土
星の衛星系の定数」により理学博
士の学位を取得されました。つい
で地球の衛星である人工衛星の運
動を研究され、この分野で先駆的
業績を多くあげられました。先生
は理論的研究ばかりでなく観測的研究にも手をつけら
れ、自ら構築した運動理論と人工衛星の精密観測を比較
することによって、地球の形が西洋梨型をしていること
を発見されました。
　さらに先生は小惑星の研究にも手をのばし、ある条件
のもとで軌道傾斜角と軌道離心率が大きく変化しうるこ
とを発見され理論的にも解明されました。この現象は現
在「古在機構」（古在共鳴、古在効果とも呼ばれています）
と呼ばれ、小惑星ばかりでなく太陽系外縁天体、衛星系、
太陽系以外の惑星系の力学的研究をするときに頻繁に古
在機構として利用されています。古在先生の小惑星に関
する研究業績をたたえるために、小惑星 3040番（古在
機構に捕獲されている）が「KOZAI」と命名されました。
　古在先生は天体力学研究を精力的にすすめるかたわ
ら、1981年から 1988年まで東京天文台長、1988年か
ら 1994年まで国立天文台長として天文学の振興に力を
つくされました。その最大の成果が、単一鏡として世界
最大の口径 8.3ｍの反射望遠鏡（愛称すばる）をハワイ
のマウナケア山頂（標高 4139ｍ）に設置したことです。
また 1988年から３年間は、全世界の天文学者の学術組
織である国際天文学連合の会長をも務められました。
　古在先生の学術的業績にたいして 1963年に「朝日賞」、
1979年に「恩賜賞・日本学士院賞」、1989年にアメリカ
天文学会より「Brouwer賞」、2002年に勲二等瑞宝章が
授与されています。また、1970年には「英国王立天文
学会客員会員」、1980年には学士院会員に列せられまし

た。1997年には県立ぐんま天文台長に就任し、現在も
宇宙科学の普及・啓蒙に尽力なされています。これから
の先生のご健勝とさらなるご活躍を祈念いたします。

（国立天文台名誉教授　木下宙）
【写真提供：県立ぐんま天文台】

山崎　敏光　名誉教授（原子核研究所）

　山崎敏光名誉教授が本年度文化
功労者に選ばれました。
　山崎先生は 1957年に本学理学
部物理学科を卒業なされ、本学原
子核研究所助手、カリフォルニア
大学およびニールス・ボーア研究
所研究員、本学理学部講師、助教
授、教授を経て、1986年より本学
原子核研究所所長を務められました。退官後は日本学術
振興会監事等を歴任され、現在は財団法人仁科記念財団
理事長及び日本学士院会員として活躍されるとともに、
自ら科研費を獲得され、研究に励んでおられます。
　山崎先生は中間子などの粒子ビームを原子核物理のみ
ならず原子分子・物性科学に至る広い分野の研究に応用
して新しい学問分野を拓かれました。
　特に原子核の磁気能率の高精度測定による核内でのπ
中間子交換流の発見、ミューオンスピン回転緩和共鳴法
の開拓、反粒子を含む原子分子の研究、π中間子原子を
用いた核子の質量獲得メカニズムの研究などは、きわめ
て独創的なものです。
　山崎先生はこれらの研究の多くをカナダ、ドイツ、ス
イスなどの加速器施設で行い、学術の国際交流に貢献さ
れました。一方、国内においては、1970年代後半に高
エネルギー物理学研究所内に世界初のパルス状ミューオ
ンビーム施設を建設し、また、東京大学原子核研究所所
長として大強度陽子加速器施設（現在の J-PARC）実現
の礎を築くなど、わが国の原子核物理学研究に主導的役
割を果たされました。
　山崎先生は松永賞、仁科記念賞、藤原賞、日本学士院
賞恩賜賞を受賞しておられますが、このたび文化功労者
に列せられたことは、先生の業績を顕彰するのに相応し
いものとして、心からお喜び申し上げます。

（大学院理学系研究科・理学部　早野龍五）
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　10月 19日（月）から 23日（金）の５日間、韓国ソ
ウル国立大学にて、ソウル国立大学、東京大学、APRU
（環太平洋大学協会）の共催による国際会議が開催され
た。会議のテーマは「高齢化するアジアの課題と可能
性」。この会議は、昨年９月に東京大学で開催された堀場・
APRU国際会議「Strategies for Aging in Place」の第
２回にあたるもので、アジア、環太平洋地域を中心とし
た 17の国と地域から、公募で選ばれた若手のジェロン
トロジー（老年学）研究者が参加した。５日間に渡って
シンポジウム、研究発表、高齢者施設等視察、グループ
ディスカッションを行い、最終日には国際研究プロジェ
クト案の発表会が開催された。
　東京大学からも、医学、保健学、建築学、教育学、心
理学領域から６名の若手研究者が参加し、研究発表や
ディスカッションに参加した。

グループディスカッションで熱心に討議する参加者

　日本、韓国を筆頭に、アジア諸国は今後 30年で急激
に人口の少子高齢化が進み、世界一の人口高齢圏になる
ことが予測されている。経済発展と高齢化対策を両立さ
せ、いかに人々が長寿を喜べる社会をつくるか、次世代
の研究者がそれぞれの国の事情や課題を持ち寄り、熱い
議論と提案が行われた。いくつもの共同研究案が提案さ
れ、ハードスケジュールの５日間を乗り切った最終日に
は、参加者同士の間に強い絆が生まれた。

会議の合間には韓国料理を楽しむ時間も

参加者間には今後に続く強い絆が生まれた

　会議の継続開催を望む声が大きいことから、来年はシ
ンガポールでの開催を目指して現在交渉中である。開催
決定の際には東京大学でも公募通知が出る予定なので、
関心のある方は奮って応募いただきたい。

　10月 31日（土）、駒場Ⅰキャンパスコミュニケーショ
ン・プラザ南館において、知の創造的摩擦プロジェクト
第９回交流会「夢中になれるものはありますか？」が開
催された。
　卒業生との交流を通して、学生のキャリア形成支援を
目指すこの大学主催のイベントも、2005年 10月の本郷
キャンパスでの第１回以来、毎年、本郷キャンパス、駒
場Ⅰキャンパスでの開催を経て第９回目となった。今回
は、約 120名の卒業生と約 280名の学生が参加した。
　開会にあたり小島憲道理事（副学長）（学生担当およ
び卒業生室担当）から、「多方面で活躍されている卒業
生が集まるこの場が、学生諸君にとって、人や知恵、発
想との新しい出会いのきっかけになり、世代の違い、専
門分野の違いを超えて交流することは、縦方向にも横方
向にも知的摩擦を感じながら、知性、感性を磨くための
またとない機会となることを期待する」と励まされた。
　会は、第一部では中規模及び小規模のグループディス

知の創造的摩擦プロジェクト第９回
交流会開催

本部キャリアサポートグループ

東大、ソウル大、APRU 共催で、高
齢社会に関する国際会議を開催

高齢社会総合研究機構
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カッション、第二部では懇談会、という二部構成で 13
時から 19時まで、和やかな中にも熱のこもった会話が
繰り広げられた。
　交流会は、卒業生有志の集い ｢東京大学三四郎会 ｣と
本学学生サークル「東大ドリームネット」の協力・支援
のもとに行われるものである。回を重ね、学生と卒業生
がともに主体的に参画する「東大コミュニティ」ともい
うべき、交流の仕組みの熟成への道が開かれ、更に発展
することが期待される。

開会の挨拶をする小島理事（副学長）

交流の輪

　11月２日（月）、平成 21年度東京大学防災訓練（本部棟・
第二本部棟）を実施した。今回は、昨年度の内容（避難
訓練）に加えて、「災害対策本部」の設置訓練を行った。
濱田純一総長、佐藤愼一理事（副学長）、松本洋一郎理
事（副学長）、小島憲道理事（副学長）、田中明彦理事（副
学長）、江川雅子理事、山田一郎副学長（環境安全本部長）
ほか、多くの教職員が参加し、「災害対策本部」として
の意思決定を行った。
　今回の訓練は、震度６強の地震（本郷地区）を想定し
ていた。本部棟・第二本部棟の教職員は、懐徳館付近（セ
イフティー・エリア）まで避難し、点呼・確認、濱田総
長による「災害対策本部」の設置宣言の後、担当教職員

は災害対策本部設置訓練に、そのほかの教職員は各種体
験訓練（ハシゴ車体験訓練、煙体験ハウス訓練、起震車
訓練、消火訓練）に参加した。

災害対策本部会議（ロールプレイング）の様子

　また、環境安全本部では、昨年度に引き続き今年度に
おいても、６月 14日（日）実施の「本郷消防団ポンプ
操法大会」、10月４日（日）実施の「文京区内消防団合
同防災訓練」、10月 17日（土）実施の「平成 21年度震
災消防訓練」及び 10月 29日（木）実施の「消防行政の
動向を踏まえた講習会」など、さまざまな防災活動に参
加してきた。これらの活動に対して、11月 12日（木）、
東京消防庁予防部長より感謝状が贈呈された。環境安全
本部における防災対策の取り組みは、11月 17日（火）
発行の「東京大学新聞」（「どうする？ グラッときたら 
地震対策は万全ですか」の「学内の対応は」欄）でも、
田中淳部長（環境安全本部防火防災部、大学院情報学環
教授）、小山富士雄部長（環境安全本部企画調整部）へ
の取材を通して一部紹介された。

平成 21 年度震災消防訓練

防災訓練（本部棟・第二本部棟）実
施される

環境安全本部
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東京消防庁予防部長より感謝状

　11月４日（水）13時から 17時に、医学部鉄門記念講
堂にて、第４回国家基幹技術「海洋地球観測探査システ
ム」フォーラムが開催された。参加者は約 230人であっ
た。
　「気候変動適応型社会の実現に国家基幹技術がどのよ
うに貢献できるか？」をテーマに、各分野で気候変動適
応に取り組む諸機関との意見交換を通じて国家基幹技術
に対するニーズの把握を行うとともに、関係機関間や研
究分野間の更なる連携を図ることなどを主な目的とし
て、文部科学省、宇宙航空研究開発機構、海洋研究開発
機構および東京大学が主催し、科学ジャーナリストの瀧
澤美奈子氏の司会で、このたびの第４回フォーラムが実
施された。
　フォーラムの冒頭では、内閣府総合科学技術会議有識
者議員の相澤益男氏より、「気候変動適応型社会の実現
に向けて」と題して、総合科学技術会議での取り組みが
紹介された。総合科学技術会議において、「気候変動適
応型社会の実現に向けた技術開発の方向性立案のための
タスクフォース」が設置され、その議論の中で気候変動
適応型社会では、緩和策と適用策の両輪で対策を進めな
くてはならないことが示され、このためには、国家基幹
技術「海洋地球観測探査システム」がぜひとも重要であ
り、特に期待をしていることが語られた。

相澤議員のご講演の様子

　次に、“地球環境を診断する基盤技術”と題して文部
科学省大臣官房審議官・海洋地球観測探査システム推進
本部長である森本浩一氏による、国家基幹技術「海洋地
球観測探査システム」の紹介があった。その後、研究開
発実施主体から、宇宙航空研究開発機構地球観測研究セ
ンター長の福田徹氏による「衛星観測監視技術」、海洋
研究開発機構理事の平朝彦氏による「次世代海洋探査技
術等」、本学地球観測データ統融合連携研究機構長の小
池俊雄教授による「データ統合・解析システム」の研究
進捗状況の報告が行われた。

システムの全体像をお話しする森本審議官

　引き続き、“今、私たちが直面している課題”と題して、
国土技術政策総合研究所 河川研究部流域管理研究官の
藤田光一氏、国立感染症研究所 昆虫医科学部部長の小
林睦生氏、農業環境技術研究所 大気環境研究領域上席
研究員の横沢正幸氏、国際協力機構地球環境部部長の中
川聞夫氏から、各機関における取り組みの紹介とともに、
「海洋地球観測探査システム」への要望や期待が述べら
れた。
　フォーラムの後半では本学生産技術研究所の沖大幹教
授がモデレーターとなり、パネリストとして当日の講演
者８名のほかに内閣府政策統括官付参事官の廣木謙三氏
にもご参加いただき、計９名で、“気候変動に強い社会
を目指して”と題したパネルディスカッションが行われ

第４回国家基幹技術「海洋地球観測
探査システム」フォーラム開催

地球観測データ統融合連携研究機構（EDITORIA）
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た。会場からは「データ統合・解析システム」に関する
質問が集中し、またパネリスト間でも熱心な意見交換が
行われ、大成功のうちに第４回フォーラムが終了した。

パネルディスカッションの様子

地球観測データ統融合連携研究機構（EDITORIA）事務局
http://www.diasjp.org/
TEL：03-5841-6132

　平成 20年度学生企画コンテストで優秀賞を収め、本
年実施されている「本郷キャンパス食環境改善プロジェ
クト」（大久保智夫代表・経済学部４年）において、学
生のアイディアを生協食堂のメニューに反映させるべく
募集した「14000人のメニューコンテスト」の試食会・
授賞式が 11月６日（金）第二食堂にて開催された。200
通近くの応募があり、最終選考にノミネートされた５作
品の中から、学生審査員 50名の試食と投票を経て、西
村鷹則さん（農学生命科学研究科修士課程２年）の「脱
いか東丼」が最優秀賞に選ばれ、表彰状と副賞の図書
カード５万円分が贈呈された。牛肉といり卵を酢飯の上
に乗せたメニューで、がっつり食べて「いか東」（いか
にも東大生を感じさせて恰好悪い）から脱却する、とい
うイメージから生まれた作品だ。また、優秀賞は中村聡
子さん（公共政策大学院修士課程１年）「三四郎つけ麺」、
正木あす佳さん（工学系研究科修士課程１年）「東大生
のごはん」、有賀雄大さん（文科三類２年）「点数とり照
り丼」、大塚真史さん（文科一類２年）「牛トマ（UT）
丼」が受賞した。受賞作品は各生協食堂において順次メ
ニュー化される。

　本プロジェクトはその他の企画も進行中である。第二
食堂の改善提案を行い、リニューアル時に反映させた。
とりわけハラールメニューは、イスラム圏の留学生と何
回となく懇談を重ねることでメニュー数が大幅に拡大さ

れ、好評を博している。これは首都圏の各大学の食堂メ
ニューとしても提供される予定である。中央食堂と銀杏
メトロ食堂においては携帯電話のアンテナ設置を行い、
順を追って各キャリアとも使用可能となる。就職活動の
ために、企業からの連絡を待つ学生にとって、食堂が利
用しやすくなった。
　また、最後の活動として、第二食堂が閉店後も様々な
所属の学生が集まり、コミュニケーションできる場とし
ても活用されるよう提案していく。

大久保代表から表彰される西村鷹則さん

最優秀賞：脱いか東丼

　11月６日（金）、株式会社アサツー ディ・ケイ本社
において、「株式会社アサツー ディ・ケイ（ＡＤＫ）会
長と東京大学アサツー ディ・ケイ中国育英基金奨学生、
本学関係者の懇談会」が開催された。
　この懇談会は、第１期生（2006年 10月入学）の修了
以来、本学を会場に行われてきたが、今回は、寄附者で
あるＡＤＫ稲垣正夫会長のご厚意によりＡＤＫ本社で開
催されたものである。
　懇談会には、稲垣会長及びＡＤＫ関係者、本ＡＤＫ中
国育英基金奨学生、小島憲道理事（副学長）等本学関係
者が出席した。稲垣会長から奨学生の丁月曦さん（大学
院理学系研究科修士課程修了生）に対しては、今後の活
躍に大いに期待する旨の激励の言葉が贈られ、続いて記

学生企画「本郷キャンパス食環境改
善プロジェクト」14000 人のメニュー
コンテスト試食会・授賞式開催さる

本部学生支援グループ

株式会社アサツー ディ・ケイ会長と東
京大学アサツー ディ・ケイ中国育英基
金奨学生、本学関係者の懇談会を開催 

本部留学生支援グループ
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念品の授与が行われた。奨学生からは、今までのＡＤＫ
からの多大なご支援に対してお礼の言葉があった。
　その後、ランチをとりながらの歓談に移り、終始和や
かな雰囲気の中、閉会となった。

懇談会の後、一同揃っての記念撮影

　11月 12日（木）、本郷キャンパス工学部３号館にお
いて、第７回イブニングセミナーが開催された。今回は
大陸棚限界委員会の現委員でもある玉木賢策教授（大学
院工学系研究科・工学部）を講師としてお招きし、「大
陸棚限界委員会の科学と政治学」をご講演いただいた。
　大陸棚は一般的に陸から続く比較的穏やかな傾斜を持
つ海底を指すが、国連海洋法条約では沿岸国の主権的権
利の及ぶ海底を意味している。大陸棚の範囲は基本的に
は沿岸国の基線から 200海里までとされるが、一定の条
件を満たせば、最大 350海里まで延長させることが可能
である。そのため現在、該当する海域を持つ沿岸国は申
請に余念がない。それらの審査を行っているのが、大陸
棚限界委員会である。玉木教授は、本講演において大陸
棚限界委員会の現状や大陸棚を定義している国連海洋法
条約第 76条について発表した。

講演の様子

　大陸棚限界委員会は５つの地域を代表した、21カ国
の委員で構成されている。それぞれの地域に割り当てら
れた人数が選出されるのだが、海底資源開発に意欲的な
国が多いことなど政治的側面のあることが指摘された。
また委員会では委員の専門分野の違いにより、議論がか
み合わないことがあるなど、実際に委員会に携わってい
る玉木教授だからこそ語れる苦労話もあった。大陸棚の
拡大は世界的趨勢であるが、それを一定の秩序のもとで
審査していく委員の責任は重大である。玉木教授の今後
の活動を敬意を持って見守りたいところである。
　今回のイブニングセミナーは学内外より、教員・学生
問わず多くの参加者があった。分野を越えて様々な質問
や意見が飛び交い、国際舞台で奮闘する玉木教授の講演
に興味津津といった様子であった。

　次回のイブニングセミナーは１月に開催予定です。詳
細は海洋アライアンスホームページをご覧ください。多
くのご参加をお待ちしています。

海洋アライアンスホームページ：
http://www.oa.u-tokyo.ac.jp/

　11月 16日（月）、海洋アライアンスは平塚市商工会
議所にて平塚沖総合実験タワー開所記念講演会を開催し
た。平塚沖総合実験タワーは、2009年７月に（独）防
災科学技術研究所より東京大学に譲渡され、研究活動や
アウトリーチ活動に利用されている。本講演はタワーの
新たな出発を記念し、学内外に広く知ってもらうことを
目的として行われた。
　講演会は海洋アライアンス 浦環機構長の挨拶で幕を
開け、大藏律子平塚市長より祝辞をいただいた。大藏市
長は「平塚市のタワーが今後の海洋発展のきっかけにな
れば」と話し、タワーへの期待を表した。

大藏律子平塚市長の祝辞

平塚沖総合実験タワー開所記念講演
会開催

海洋アライアンス

第７回イブニングセミナー「大陸棚
限界委員会の科学と政治学」を開催

海洋アライアンス
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　続いて河野太郎衆議院議員、今井雄三平塚土木事務所
所長の講演があった。河野議員はビデオ講演という形で
はあったが、「子供のころから見ていたタワーが最先端
研究の拠点になると思うとうれしい」「平塚の子供たち
に夢を与える」と喜びを語った。また今井所長は「タワー
のデータはレジャーだけでなく沿岸防災にも役立つ」と
タワーの重要性を訴えた。
　さらに田島芳満准教授（大学院工学系研究科・工学部）、
林昌奎教授（生産技術研究所）、赤坂甲治教授（大学院
理学系研究科・理学部）による以下の講演が続いた。

・ 「平塚タワー観測データに基づく西湘海岸における被
災メカニズムの検証」 田島芳満准教授

・ 「波浪計測の最前線」 林昌奎教授
・ 「多様な相模湾の生物の活用に向けて」 赤坂甲治教授

　まず田島准教授は西湘・湘南海岸における長期的・不
可逆的環境変化に着目し「平塚沖総合実験タワーはこの
ような変化を随時モニタリングしてその現象を解明し、
沿岸域の順応的な管理を行う上で必要不可欠」とタワー
の重要性を訴えた。
　続く林教授は開発中の波浪観測レーダについて「沿岸
域の波浪予報に有効」と述べ、相模湾の海洋波浪観測及
び予報システムや衛星、航空機、船舶からの海面観測を
統合した地球規模の海面観測システムの開発を進めてい
ることを明らかにした。
　さらに赤坂教授は世界的にも極めて豊富な相模湾の生
物相を美しい写真で紹介し、「多様な海洋生物もヒトと
共通の機構で生命活動を営んでおり、それらを研究する
ことが私の生活にとって重要な発見につながる」と述べ、
近年の生命科学の発展に海洋生物が大いに貢献している
点に言及した。
　今回の講演会には予想をはるかに上回る 120名以上の
参加者が集まり、大盛況のうちに幕を閉じた。参加者の
中には平塚市外から駆けつけた人もおり、平塚沖総合実
験タワーへの関心の高さがうかがわれた。

海洋アライアンスホームページ：
http://www.oa.u-tokyo.ac.jp/

　「東京大学外国人留学生特別奨学制度平成 21年度研
究奨励費受給者証書授与式」が、11月 16日（月）14時
30分から、関係役員等の臨席の下に御殿下記念館研修
室で開催された。
　外国人留学生特別奨学制度は、｢大学院における特に
優秀な私費外国人留学生に対し研究奨励費を支給するこ
とにより、本学での学術研究への取組を支援するととも

に、諸外国からの優秀な留学生の受入促進に資すること」
を目的として、平成 16年度から実施されているもので
ある。
　本年度 10月期は、修士課程大学院学生４名、博士課
程大学院学生８名の合計 12名（月額 15万円、支給予定
期間：平成 21年 10月から標準修業年限の最終月まで）
が受給者として決定され、当日は小島憲道理事（副学長）
から受給者に受給者証書が手渡された。
　次いで、小島理事（副学長）から「受給者の皆さんは、
本制度による研究奨励費が支給されることを誇りに思
い、学業や研究に専念してください。教職員は大いに期
待しています。」という旨の挨拶があった。引き続いて、
受給者を代表して、東京大学外国人留学生特別奨学制度
採用者大学院工学系研究科の金慧卿さんから、感謝のス
ピーチがあった。

東京大学外国人留学生特別奨学制度受給者代表者スピーチ

平成 21 年度研究奨励費受給者と関係者

＜問い合わせ先＞
本部奨学厚生グループ奨学チーム
内線 22548

「東京大学外国人留学生特別奨学制度
平成 21 年度 10 月期研究奨励費受給
者証書授与式」を開催

本部奨学厚生グループ
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　平成 21年度の東京大学教職員永年勤続者表彰式が、
11月 18日（水）９時 45分から、本部棟 12階大会議室
において、濱田純一総長、佐藤愼一理事（副学長）、久
保公人理事、関係部局長及び関係事務（部）長等の列席
のもと行われた。
　表彰式では、被表彰者 83名を代表して、附属図書館
情報サービス課長 鈴木秀樹さんに表彰状の授与並びに
記念品が贈呈された。総長から挨拶の後、被表彰者を代
表して、史料編纂所史料保存技術室技術専門職員 村岡
ゆかりさんより謝辞が述べられた。

濱田総長から表彰状と記念品を受ける鈴木秀樹さん

濱田総長に謝辞を述べる村岡ゆかりさん

　なお、本年度表彰された方々は次のとおりである。
教育・学生支援系 猪　又　　裕　一
研究推進系 古　川　　義　孝
総務・法務系 玉　田　　邦　彦
人事・労務系 小　枝　　政　稚
施設・資産系 高　山　　勇　二
 小　川　　友　明
附属図書館 鈴　木　　秀　樹
 綾　部　　輝　幸

アイソトープ総合センター 垰　　　和　　之
情報基盤センター 上　杉　　将　史
 下　田　　哲　郎
大学院法学政治学研究科・法学部 萩　谷　　靜　香
医学部附属病院 内　間　　邦　夫

依　田　　正　明
水　澤　　和　靖
相　澤 　か ず 子
谷　口　　幸　一
大　塚　　健　司
林　　　利　　廣
更　科　　岳　郎
鈴　木 　由 美 恵
田　中　　雅　美
小　室　　貴　子
早　川　　雅　之
久　　保　　　仁
大　友　　英　子
山　口 　弥 寿 美
岡　山　　裕　子
佐　藤　　智　加
宮　澤　　光　子
風　間 　千 惠 子
梅　沢　　麻　紀
六　鎗　 真 貴 子
戸　塚 　八 重 子
田　谷　　千　春
堀　　　昌　　代

大学院工学系研究科・工学部 目　　良　　　裕
五 十 嵐　 佳　子
小　林 　や よ い
松　永 　大 一 郎
林　　　修　　一
中　村　　知　代
石　川　　具　子

大学院人文社会系研究科・文学部 小　　林　　　茂
大学院理学系研究科・理学部 荻　原　　成　騎
 半　田　　利　弘
 今　西 　聖 奈 子

箱　　崎　　　実
北　見　　佳　子
管　波　　明　子

大学院農学生命科学研究科・農学部 加　賀　谷　　隆
平　山　　和　宏
橋　　本　　　健
福　井　　浩　一
平　　松　　　学
平　野　　圭　二
横　山　　和　宏

大学院経済学研究科・経済学部 日　森 　美 佐 代
 鈴　木　　伸　子
大学院総合文化研究科・教養学部 簑　口　　友　紀

東京大学教職員永年勤続者表彰式行
われる

本部人材育成グループ
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 矢　崎　　力　太
 上　田　　春　江
大学院数理科学研究科 麻　生　　和　彦
大学院教育学研究科・教育学部 沖　濱　　真　治

三　浦　　邦　彦
大学院薬学系研究科・薬学部 萩　　原　　　稔
医科学研究所 鈴　　木　　　博

小　　坂　　　規
地震研究所 大　橋　　正　浩
東洋文化研究所 中　　村　　　透
生産技術研究所 野　崎　　勝　利

丸　　山　　　忍
井　上　　麻　子

史料編纂所 村　岡 　ゆ か り
分子細胞生物学研究所 磯　　山　　　勉

西　永　　岩　文
戸　田　　浩　子

海洋研究所 猿　渡　　敏　郎
永　　野　　　太

宇宙線研究所 石　塚　　秀　喜
物性研究所 原　沢　 あ ゆ み
柏地区事務部 二 ツ 神 　和　博
 濱　田 　真 実 子

　以上 83名

　平成 22年度入学者選抜実施に関する事務を処理する
ため、１月１日（金）から３月 31日（水）までの間、
入試実施委員会のもとに、入試事務室が設置されること
となった。
　入試事務室は、教育・学生支援系入試グループ長を室
長に、室長代理、室長補佐及び室員若干名をもって構成
される。
　室員は、入試グループ職員のほか、本部各系等から派
遣される事務職員で、およそ３か月にわたり、入学試験
に関する業務にあたる。

　平成 22年度大学入試センター試験の東京地区での割
当数が 77,052人に決まり、このうち本学が分担する志
願者数は 10,365人に確定した。
　なお、平成 22年度は、本郷試験場及び教養学部試験
場の他、都立高等学校２校・私立高等学校３校の計５校
を借用して実施することになった。
　各試験場ごとの割当数及び担当学部は、次のとおりで
ある。

入試事務室の設置
本部入試グループ

平成 22 年度大学入試センター試験の
本学割当数決まる

本部入試グループ

試   験   場   名 志願者数 担当学部

1
東 京 大 学
本 郷 試 験 場

法学部 985 法 学 部

経済学部 495 経済学部

工学部 1,040 工 学 部

その他 3 薬 学 部

小   計 2,523

2
東京大学教養学
部試験場

2,917 教養学部

3
都立白鷗高等学
校試験場

760 教育学部

4
私立富士見丘高
等学校試験場

1,085 医 学 部

5
私立海城高等学
校試験場

1,125 文 学 部

6
都立日比谷高等
学校試験場

920 理 学 部

7
私立開成高等学
校試験場

1,035 農 学 部

合                   計 10,365
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　10月 12日（月・祝）から 10月 16日（金）まで、千
葉県長生郡の「生命の森リゾート」で、第３回東京大学
堀場国際会議「Horiba-ISSP International Symposium 
on “Hydrogen and water in condensed matter 
physics”」が開催された。東京大学堀場国際会議の趣旨
をふまえて、参加者は上記会場に開催期間をとおして泊
まり込みで、発表と議論を行った。国内外から 22件の
招待講演、19件の口頭発表（依頼講演＋一般講演）お
よび 49件のポスター発表があった。参加者数は 103名
であった。
　会議では、地球および宇宙にユビキタスに存在し、最
近、エネルギーや環境問題から注目を集めている水素と
水について、物性物理の視点から議論を行った。具体的
には、水の凝集相、宇宙や生体での氷、物質中（生体か
ら固体まで）のプロトントランスファー、ソフトマター
と水、材料中の水素、水素結合と水の電子状態、高圧下
の水、表面における水素と水、電気化学反応、制限空間
における水、水素の量子効果などについて発表があった。
　従来の学会や専門分野の垣根を取り払い「水素と水の
物性科学」という観点から、様々な分野から第一人者の
講演を聞くことができた。また、若手研究者から非常に
質の高いポスター発表が多数あり、ポスターセッション
の時間が足りないくらい熱い議論が続いた。さらに、泊
まり込みでのシンポジウムという形式をとったので、散
歩や食事中などのインフォーマルな場でも活発な議論を
することができた。
　会議後、海外招聘者から届いたメールのなかには、
“It was a wonderful meeting, perfectly organized, and 
with an outstanding scientific program - I learned a 
lot!”というありがたいメッセージもあった。もちろん、
会議が成功裏に運営できた一番の要因は、「東京大学堀
場国際会議」からのサポートである。物性研究所から
は、学外実行委員を嘱託研究員としてサポートしていた
だき、ポスターボード、液晶プロジェクターなどシンポ
ジウム運営に必要な資材も利用させていただいた。また、
物性研究所国際交流室、実行委員の研究室に所属する大
学院生や秘書さんには、会議の運営をお手伝いいただい
た。実行委員一同この場を借りて改めて感謝したい。
　なお、会議のスコープやプログラムについては、下記

のWebサイトから情報を得ることができる。
http://www.issp.u-tokyo.ac.jp/public/issp-11/index.php

参加者集合写真（生命の森リゾート「森のホール」にて）

口頭発表風景（デンマーク工科大学ネルスコフ教授）

ポスター発表風景

　今年で５回目になる牧場公開デーは、10月 31日（土）
に開催され、昨年に引き続き笠間市農政課職員のご協力
を頂いた。
　笠間市からは、地元産のサツマイモやジャガイモの焼
き芋、コシヒカリ米のおにぎり、カブの漬物とそのスープ
の出店があった。さらに笠間市は全国でも有数な栗の産

附属牧場で「牧場公開デー」開催さ
れる

大学院農学生命科学研究科・農学部

第３回東京大学堀場国際会議を開催

物性研究所



22 No.1394   2009. 12. 17

地であるため、栗を茹でた試食コーナーや子ども向けの
スナッグゴルフなどの出展もあった。

笠間市が出店したコーナーでにぎわう様子

　牧場側では、落書き用にヘイレージ（牧草をラップで
くるんだもの）を用意した他、仔ヤギとのふれあい広場、
ミルクの試飲コーナー、ぬり絵大会、牧場クイズラリー
を開催した。午後は市民講座「インフルエンザなどの感
染症をもっと知ろう」や乗馬体験など多彩なイベントの
企画に、多くの市民が訪れた。イベント中に山口伸樹笠
間市長も来場され、牧場生産の生乳を味わいながら試飲
されていた。
　その他、ホイールローダ（写真下）を教員宿舎前に配
置して、乗車体験をしたり記念撮影に収まる家族で好評
を博した。

教員宿舎前に配置したホイールローダ

　牧場では、農林水産技術会議事務局が公募した「新た
な農林水産政策を推進する実用技術開発事業」の課題と
して「糞尿媒介感染症統御のための処理技術の実用化と
先進的衛生管理法」が昨年度から３年間にわたり採択さ
れ、その一環で初年度にホイールローダを導入した。
　ホイールローダは、大型特殊自動車に分類される建設
機械であるが、その操舵は「中折れ式」で四輪駆動と安
定感があり、当牧場に設置してある狭隘な発酵槽の中で
緩急自在に動作し、堆肥原料の効果的な攪拌とともに、
発酵槽の隅々まで望ましい発酵ができ、発酵菌の有効性

を証明する手段の強力な武器となっている。
　家畜腸管感染症は、感染症による家畜の経済的損失、
環境汚染及び食中毒病原微生物による食品の汚染を介し
た人の健康危害の三大問題を内包しており、これらの感
染症の克服は畜産における本質的課題となっている。腸
管感染症においては、糞口感染を阻止することが、これ
らの感染症の暴露・増幅の循環を絶つ最も有効な方法
である。本研究で用いる好気性超高熱発酵菌（Aerobic 
Hyperthermic Ferment：ＡＨＦ）は、有酸素状態で
100℃以上の高温で発酵し、熱及び活性酸素を介して非
常に高い殺菌効果を有すると考えられている。そのため、
家畜の腸管感染症の防御及び家畜糞尿を介する環境汚染
の防除に本菌を用いて、殺菌効果の機序の解明や有効性
評価を行い、堆肥の生成など実用化を目指している。
　その他、現在牧場で行っている内閣府食品安全委員会
（食品健康影響評価技術研究「プリオン遺伝子ホモノッ
クアウト牛の特性に関する研究」）や（社）畜産技術協
会（民間活力を活用した畜産技術開発研究「幼牛期のエ
ピジェネシス・刷り込みによる牛の体質改善に関する研
究」）の委託事業とともに、健全な研究課題の実現に取
り組み、教職員一丸となって牧場の発展に努めたい。

　社会科学研究所は、11月３日（火・祝）にソウル大
学において、ソウル大学日本研究所が主催したシンポ
ジウム「日本における 21世紀の高等教育像」に参加し、
韓榮恵（ハン・ヨンエ）日本研究所長の趣旨説明のあと、
末廣昭社会研究所長が日本における国立大学法人化の背
景と現状について、豊富なデータを紹介しつつ基調講演
を行い、同時に、門馬清仁 同研究所総務チームリーダー
が、自己啓発で修得中の韓国語をまじえて「事務室から
みた国立大学法人化」というテーマで報告を行った。
　ソウル大学は時あたかも「法人化問題」で大揺れの真っ
ただ中、構内の学生掲示板には「法人化反対」のポスター
も貼られている中での講演となった。そのため、日本に
おける国立大学の法人化に関する関心は高く、また、大
学教員と職員が別々の視点から報告を行った企画も好評
だった。韓国側は、ソウル大学教育学部の申正澈（シン・
ジョンチョル）教授が法人化賛成の立場から、同社会福
祉学部の曺興植（チョー・フンシック）教授（民主化教
授連合会会長）が反対（疑問）の立場から、それぞれ熱
弁をふるい、会場からも物理天文学部教授、電気工学学
会会長、ソウル大学職員組合委員長などからコメントや
質問が相次ぎ、外の寒さを感じさせない熱い半日となっ
た。
　社会科学研究所は 2008年秋に、ソウル大学日本研究
所と学術交流について相互に協力することに合意し、
2009年３月に第１回共同シンポジウムをソウル大学で

ソウル大学日本研究所主催のシンポ
ジウム「日本における 21 世紀の高
等教育像」に参加

社会科学研究所
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医学部解剖体慰霊祭が行われる

大学院医学系研究科・医学部

開催した。第２回目は 2010年２月に東京大学で開催す
る予定で、日韓両国の教育問題、格差問題、若者と文
化などのテーマについて、自由闊達に意見を交換する
ことを目的とする。また、日本研究所は今年の 10月に、
韓国では初めてとなる学術日本研究雑誌『イルビ The 
Korean Journal of Japanese Studies』（年刊、韓国語）
の創刊号を刊行し、社会科学研究所はこの編集にも協力
している。

パネルディスカッション風景

　11月３日（火・祝）、大学院法学政治学研究科・法学
部では、留学生および外国人客員研究員ならびに教職員
の親睦を深めるため、都立潮風公園（お台場）において、
バーベキュー・パーティを開催した。
　当日は、10月入学者を中心に留学生が 35名、外国人
客員研究員が５名、そして教職員や参加者の家族を合わ
せて計 74名が参加した。
　バーベキュー・パーティの実施にあたっては、開始
30分前に留学生有志と教職員が協力して、コンロと椅
子テーブルの設営、調理器具と食材の配付を行った。
　そして、ちょうど準備が整った頃、井上正仁研究科長
を先頭に他の参加者がバーベキュー・パーティ会場に到
着。12時から、井上研究科長の挨拶の後、６グループ
に分かれ、バーベキュー・パーティが本格的に開始した。
　各グループは、肉、魚、野菜、焼きそば等を思い思い
の順序で調理し、テーブルを囲んで食文化の違いや日本
での生活などを話題にしながら楽しく談笑した。食後、
全員でベイブリッジを背景に記念撮影をして 14時半ご
ろ散会となった。
　この日は、朝から富士山がくっきり見える快晴だった
が、前日の晩に「木枯らし一号」が吹いた後の寒い一日
となった。しかし、日中は風が弱まったので、まずまず
のバーベキュー日和であった。
　今回も、参加者はのびのびとリラックスした様子で、

バーベキューを通じて学生同士、そして学生と教職員と
の親睦が一層深まり、大変有意義な会となった。

集合写真

井上正仁研究科長（中央）と一緒に

　11月６日（金）14時から、台東区谷中の天王寺にお
いて平成 21年度医学部解剖体慰霊祭（解剖体数 137柱）
が、ご遺族約 220名、医学部関係教職員約 40名及びこ
の春教養学部より進学し、初めて解剖実習に臨んだ医学
科３年の学生など約 110名の合計約 370名参列のもとに
執り行われた。
　本慰霊祭は、ご遺体を医学教育と医学の進歩発展のた
めに捧げられた方々の御霊に感謝し、お慰めするため、
ご遺族をはじめご縁故深い方々のご臨席を得て毎年実施
されているものである。
　住職以下７名の僧侶による読経が境内に流れた後、清
水孝雄医学系研究科長による祭文の朗読、焼香が行われ、
ご遺族代表、教職員総代、来賓代表の焼香と続いた。学
生代表として、医学科３年の福田敬寛さんの焼香に続き、
参列者全員が焼香を行った。
　本堂における行事を終えた後、千人塚において僧侶に
よる読経が行われ、隣接する医学部納骨堂での焼香を行
い散会した。

バーベキュー・パーティを開催

大学院法学政治学研究科・法学部
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解剖体慰霊祭にて祭文を朗読する清水研究科長

　医科学研究所講堂において、11月 11日（水）11時か
ら動物慰霊祭が執り行われた。医科学研究所では、数多
くの動物が研究・実験に供され、医科学研究の発展に大
きく寄与している。
　当日は、清木元治所長の挨拶、甲斐知恵子実験動物研
究施設長の報告があり、引き続いて参列者が動物の霊に
思いをいたし、献花を行った。動物を利用した研究に
従事する研究者を中心に 300名を超える教職員等が参列
し、滞りなく終了した。

慰霊のことばを述べる清木所長

献花する清木所長（右）、甲斐施設長

　11月 11日（水）、総合図書館大会議室において東洋
文化研究所主催の講演会「はじめての漢籍」が開催され
た。
　東洋文化研究所は、アジア全域にわたるさまざまな言
語の図書 66万冊を所蔵しており、なかでも多くの部分
を占めるのが、中国の古典籍、いわゆる「漢籍」である。
この漢籍について、多くの方に知識を広めてもらうこと
が今回の講演会のねらいである。
　羽田正東洋文化研究所長の挨拶ではじまった講演会で
は、大木康教授が「漢籍とは？」、橋本秀美准教授が「初
心者向け四庫分類解説」と題し、それぞれ漢籍という資
料とその分類についての講演を行った後、石川洋助手（大
学院人文社会系研究科・文学部）による「東京大学文学
部漢籍コーナーの漢籍について」、小寺敦准教授による
「東京大学東洋文化研究所の漢籍について」の講演があ
り、漢籍を数多く所蔵する２部局の状況について解説が
行われた。
　当日はあいにくの雨模様であったが、研究者、学生、
図書館等の職員、一般市民など学内外から 101名が参加
し、熱心に講演に聞き入る姿が多く見られた。

羽田所長による開会挨拶

医科学研究所で動物慰霊祭行われる

医科学研究所 講演会「はじめての漢籍」を開催

東洋文化研究所
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講演を聴く参加者

　11月 12日（木）から 13日（金）に、柏キャンパス
総合研究棟６階大会議室において、空間情報科学研究セ
ンターの主催により CSIS DAYS 2009（全国共同利用
研究発表大会）が開催された。CSIS DAYSは、空間情
報科学の最新の学術研究を広く周知し、関連する研究者
の交流の場を実現するために毎年行われている学術大会
であり、全国共同利用施設である空間情報科学研究セン
ターの主要な行事の一つである。今年度は１）自然環境、
２）都市・生活、３）システム・ツール・データ、４）
理論・交通・人口・災害、の４つのセッションが開催さ
れ、合計 48件の発表が行われた。発表の形式は５分間
の口頭発表とポスターセッションを組み合わせたもので
あり、多くの活発な議論が行われた。参加者数は約 160
名であった。

CSIS DAYS 2009 のポスターセッション

CSIS DAYS 2009 を開催

空間情報科学研究センター

　11月 13日（金）に、教育学部附属中等教育学校にお
いて、教育学研究科比較教育社会学コースの本田由紀教
授の特別授業「日本社会の変化と教育」が行われた。
　授業は「日本の厳しい現実を知って暗い気持ちになる
かもしれないが、現状を正しく認識した上で若い皆さん
の力を貸してほしい。」という先生のメッセージから始
まった。1990年代バブル経済破綻以降の日本の社会構
造は、「一億総中流社会」から、有利さ不利さの度合い
に応じて差がつき固定化する分断された社会へと変貌し
た。現在の日本社会は階層の上下にかかわらず、自己責
任論に代表されるような「共通の圧力」に覆われている。
そのため物質的または精神的な「不幸」を皆それぞれが
抱えている。本田先生は膨大な社会調査のデータからこ
の認識を導き出し、「家族・教育・仕事」という三つの
領域にわたりグラフで示された。そしてこの背景に高度
経済成長期に成立した日本型循環モデルの破綻の影響が
あることを図で説明された。最後に先生は、「物質と精
神両面の不幸を解消するためには自己責任論から脱却し
て新たな『循環』を再構築する必要があり、そのために
教育が果たすべき役割は大きい」と結ばれた。
　授業では、グラフや図で次々示される身近で「リアル」
なデータと本田先生の鋭く鮮やかな語り口に魅せられ、
生徒も教員も保護者も熱心に耳を傾けた。授業後も生徒
からは数多くの質問が寄せられ、強い問題意識を残した
ことがうかがえた。

特別授業で生徒に語りかける本田教授

本田教授の特別授業が教育学部附属
中等教育学校で行われる

大学院教育学研究科・教育学部
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　11月 19日（木）に、教育学部の創立 60周年を記念して、
記念式典および祝賀会が開催された。
　記念式典は安田講堂において学内外関係者及び学生、
附属中等教育学校生徒ら約 570名が参列し、秋田喜代美
教授の司会進行により挙行された。式辞で武藤芳照研究
科長・学部長は、教育学部が今後の 20年を展望して内
なる力を外に示しつつ、特色ある教育・研究体制を作り
上げていくことを宣言した。濱田純一総長の挨拶では、
「タフネス」を培う教育の実践を支える教育学部への激
励の言葉が述べられた。文部科学省清水潔文部科学審議
官からの祝辞では、教育行政も含む様々な教育実践分野
に対する教育学部の貢献に期待が述べられた。式典前半
の最後には、「教育学部 60年の歩み」と題されたスライ
ド上演が行われ、数多くの写真とともに教育学部の歴史
が回顧された。
　後半の最初に教育学部４年の清水翔さんと岐部琴美さ
んによるピアノの演奏があり、式典に華を添えた。続い
て学生を代表して大学院博士課程１年の山本貴之さん
が、60年の歴史を引き継ぎ 21世紀の教育界を担ってい
くことへの決意を述べた。最後に寺﨑昌男名誉教授が挨
拶を行い、創立当初の歴史的な回顧をもとに、学問と実
践、教育学部と附属中等教育学校の関係を密に保つこと
の重要性が指摘された。
　記念式典終了後、会場を神田の学士会館に移して、関
係者約 210名が出席し、記念祝賀会が開催された。
　祝賀会では、武藤芳照研究科長の開会の挨拶後、佐藤
愼一東京大学理事（副学長）の発声で乾杯が行われ、歓
談に入った。歓談では、現職の教職員と教職員ＯＢ、卒
業生らが教育学部の 60年を振り返るとともに、今後の
発展に向けて抱負を語り合った。祝賀会の途中、鈴木寛
文部科学副大臣の祝辞もあり、最後に、市川伸一副研究
科長による閉会の挨拶があって祝賀会は盛況のうちに終
了した。

挨拶をする武藤研究科長

学部学生によるピアノ演奏

和やかな祝賀会

教育学部創立 60 周年記念式典・祝
賀会を開催

大学院教育学研究科・教育学部

jpeg tif

MB

E-mail kouhou@ml.adm.u-tokyo.ac.jp
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　学内広報では、今年度末をもって本学を退職される
方々の最終講義のお知らせを掲載します。

大学院法学政治学研究科・法学部
奥脇　直也　教授
（国際組織法）
日時：１ 月 26 日（火）18：00～ 19：00
会場：法文１号館 22番教室
演題：「国際法における合法性観念の変容」

大学院人文社会系研究科・文学部
上野　善道　教授
（言語学研究室）
日時：１月 30日（土）15：00～ 17：00
会場：法文２号館１番大教室
演題：「私のアクセント研究」

海洋研究所
宮崎　信之　教授
（海洋科学国際共同研究センター、企画情報分野）
日時：１月 22日（金）15：00～ 16：00
会場：海洋研究所講堂
演題：「海の哺乳動物と私」

　「教養学部報」は、教養学部の正門傍、掲示板前、学
際交流棟ロビー、15号館ロビー、図書館ロビー、生協
書籍部、駒場保健センターで無料配布しています。バッ
クナンバーもあります。
　第 525号の内容は以下のとおりとなっていますので、
ぜひご覧ください。

田中純：大樹の下で見た夢──東大駒場薪能観能記
石橋純：ラテンアメリカ民衆文化に学ぶ合奏のつどい「エ

ストゥディアンティーナ駒場」デビュー
代田智明：並木頼壽先生を偲んで

〈駒場をあとに・おくることば〉
青木誠之：お礼のことばに代えて
池田信雄：青木先生を送る言葉
兵頭俊夫：偶然、偶然、そして批判的思考
齋藤晴雄：兵頭俊夫先生を送る

山脇直司：〈本の棚〉中島隆博著『哲学』
　　　　　独創的な哲学論を開陳

森　芳樹：〈時に沿って〉黄葉のころ

教養学部後期課程ガイダンス（12/10）
第８回演奏会（12/21）

　「科学の森ニュース」は３ヶ月に１回発行している演
習林の広報誌で、12月 10日（木）に No.48を発行しま
した。演習林の最近の話題を始め、動植物や名所を紹介
するシリーズも載っています。広報センター、農学部正
門、農学系事務部、弥生講堂等で配布している他、演習
林のホームページからもご覧になれます。

【科学の森ニュース No.48　目次】
〈トピックス〉
旭川 森林の市（もりのいち）に出店しました

北海道演習林
フィールドで考える野生動物の保護管理

千葉演習林

退職教員の最終講義

大学院総合文化研究科・教養学部

「教養学部報」第 525（12 月２日）号の発行
 ――教員による、学生のための学内新聞――

大学院農学生命科学研究科・農学部

演習林の広報誌「科学の森ニュース No.48」の
発行
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みどりの海・東大演習林で源流たんけん隊
愛知演習林

平成 21年度 技術職員等試験研究・研修会議が開催され
ました

富士演習林
〈クローズアップ〉
アジア大学演習林シンポジウム
－気候変動と大学演習林の役割－

国際交流委員会　鎌田直人
〈演習林のイベントダイジェスト〉

〈科学の森の動植物紹介〉
オオワシ・オジロワシ　　　　　　　　　北海道演習林
〈名所・名物案内〉
富士山景観観測塔　　　　　　　　　　　　富士演習林

演習林のホームページ
http://www.uf.a.u-tokyo.ac.jp/

　今年一年間のご利用ありがとうございました。
　学内の皆さまには、閲覧・配布資料のご提供を賜りま
してお礼申し上げます。
　1995年の開設からご利用者の数は毎年増えて、月間
の集計が 1,000人を超えることも多くなりました。来年
もご指導ご鞭撻の程、どうぞよろしくお願いいたします。

下記のとおり休館させていただきます。
12月 26日（土）～１月４日（月）
＊年始は１月５日（火）10時より開館いたします。

　保健・健康推進本部（各地区保健センター）では、年
末年始期間中（12/28～ 1/4）は、通常の診療日程を変
更して、業務を行います。ご利用の際にはご面倒でも必
ずホームページや電話等で確認のうえ、お越しくださる
ようお願いします。
お手数をおかけしますが、よろしくお願いします。

【お問合せ先】
本郷地区事務室　　内線：22575　外線：03-5841-2575　
URL：http://www.hc.u-tokyo.ac.jp/hhomeflame.htm

駒場地区事務室　　内線：46080　外線：03-5454-6080
柏地区事務室　　　内線：63040　外線：04-7136-3040

　情報基盤センター図書館電子化部門では、レポート・
論文作成や学習・研究に役立つ“情報探索ガイダンス”
各種コースを開催しています。
　パソコン実習を交えた、わかりやすい説明で好評です。
本学にご所属であれば、学生・教職員を問わず、どなた
でも参加できます。ぜひご参加ください。

●日程・コース概要：
■ 1/15（金）13：30 ～ 14：30
文献リストをサクっと作成～ RefWorks を使うには～
　Web上で使える文献管理ツール「RefWorks」の基本
的な使い方を説明します。データベースからのデータの
取り込み方、参考文献リストの自動作成方法などを実習
します。

■ 1/20（水）12：10 ～ 12：40
 電子ジャーナルで論文を入手（30分のクイック講習会）
　電子ジャーナル等で目的の雑誌論文を入手する方法を
コンパクトに解説します。

■ 1/21（木）15：00 ～ 16：00　日本の論文を探すには？
　日本国内の雑誌論文の代表的なデータベース「CiNii」
（サイニイ）の使い方を中心に解説します。

■ 1/26（火）16：00 ～ 17：00　文献検索早わかり
　図書、電子ジャーナル、雑誌論文、新聞記事など、各

本部広報グループ

広報センターの年末年始休館のお知らせ

年末年始の業務について

保健・健康推進本部

情報基盤センター

新春の“情報探索ガイダンス” ご案内
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種文献の探し方を、まとめてコンパクトに実習します。

■ 1/29（金）12：10 ～ 12：30　自宅から検索するには？
（20 分のワンポイント講習会） 

　自宅からデータベースや電子ジャーナルを使う方法だ
け、知りたい。そんな方にお奨めなのが、このコース。
ECCSアカウント認証による SSL-VPN Gatewayサービ
スを紹介します。

●会　場：
　本郷キャンパス　総合図書館１階　講習会コーナー

●参加費：無料

●予約不要
　各回先着 12名。直接ご来場ください。

●専門分野にあわせたオーダーメイドの講習会受付中。
　ご希望の内容、日時、会場などに応じたオーダーメイ
ドの講習会を承っています。既成の講習会では物足りな
い、という方にお奨めです。
　卒論指導や進学予定者のガイダンスなど、授業の１コ
マや、ゼミなどにご活用ください。
　ご希望の内容、日時、会場、人数、連絡先を、メール
で下記までご連絡ください。（無料）
　下記サイトをご参照ください。
http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/shuccho.html

●講習会やデータベース情報などを見逃さないために。
　Litetopi メールマガジン発信中。
　当係発行の Litetopi（リテトピ）メールマガジンは、
本学所属の方を対象に、各種データベースのニュースや
講習会のご案内などをお届けします。配信ご希望の方は、
下記までメールでご連絡ください。（無料）

●お問い合わせ：
　学術情報リテラシー係 03-5841-2649（内線：22649）
　literacy@lib.u-tokyo.ac.jp
　http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/training.html

　小石川植物園後援会が主催する第 66回小石川植物園
市民セミナーが、日本植物園協会による環境教育講座と
の共催として、下記の通り開かれます。今回は、武田薬
品工業株式会社・京都薬用植物園園長の渡辺斉氏による、
アワやキビなどのいわゆる雑穀と食に関する講演です。
　食事のあり方と雑穀の重要性、雑穀の植物としての特
性、雑穀の利用と系統保存等、様々な角度から雑穀を学
び再認識する、またとない機会です。本学関係者に限ら
ず、どなたでも参加できます。どうぞ皆様お誘い合わせ
の上、是非ご参加下さいますよう、ご案内申し上げます。

講師：渡辺 斉 （武田薬品工業株式会社・京都薬用植物
園園長）

演題：「食：雑穀の利用拡大と系統保存」
日時： ２月 20日（土）① 10：00～ 12：00、② 13：30

～ 15：30の２コースから選択
場所： 大学院理学系研究科附属植物園本園（小石川植物

園）柴田記念館
参加費：無料（但し、一般の方は入園料が必要です）
参加申込方法：２月 12日（金）までに、ご希望の時間
をご指定の上、往復葉書または電子メールにて後援会ま
でお申し込み下さい。返信葉書ないし返信メールが招待
状となります。なお参加ご希望多数の際は、お申し込み
順に従い受付が締め切られることがあります。悪しから
ずご了承下さい。

主催・参加申込先：〒 112-0001　文京区白山 3-7-1
　　　　　　東京大学大学院理学系研究科附属植物園内
　　　　　　小石川植物園後援会
　　　　　　koishikawa-koenkai@koishikawa.gr.jp
問い合わせ先：大学院理学系研究科附属植物園
　　　　　　　杉山宗隆准教授（03-3814-0368）

〈不測の事態が発生した場合の諸連絡〉
　災害、新型インフルエンザのまん延等により不測の事
態が発生した場合、本学入学者選抜に関する情報提供は
次のWebサイト等により行うので、出願及び受験の直
前は特に注意すること。
【東京大学トップページ　＞　東京大学［受験生の方へ］】

大学院理学系研究科・理学部

第 66 回小石川植物園市民セミナーのご案内

本部入試グループ

平成 22 年度入学者募集要項配付



38 No.1394   2009. 12. 17

http://www.u-tokyo.ac.jp/index/k00_j.html

　平成 22年度の本学の入学者募集要項が決定し、11月
14日（土）から入学志願者に配付されている。

募集要項配付場所
「本郷地区」
正門、赤門、広報センター（龍岡門）、コミュニケーショ
ンセンター（赤門脇）、東大生協（安田講堂売店、書籍部）

「弥生地区」
　農学部正門

「駒場地区」
教養学部正門、コミュニケーションプラザ北館１階生
協購売部

※ 東京大学 Web サイトからも請求できる。

　テレホンサービス
　募集要項の請求方法（郵送）、出願状況（出願者数及
び倍率）並びに追加合格の有無等について、テレホンサー
ビス（電話番号：03－ 3818－ 9900）を行う。

　募集人員、試験期日、試験場、合格発表日などは次の
とおりである。

募集人員

募集人員（人） 前期日程（人） 後期日程（人）

文 科 一 類

3,061

401

100

文 科 二 類 353

文 科 三 類 469

理 科 一 類 1,108

理 科 二 類 532

理 科 三 類 98※

計 3,061 2,961 100

※現在、理科三類の若干名の募集人員増について、文部
科学省に認可申請予定であり、変更があり得る。

　なお、認可後あらためて本学Web サイト等で周知する。

出願期間
  平成 22年１月 25日（月）～平成 22年２月３日（水）
まで

試験日    
  前期日程  平成 22年２月 25日（木）・26日（金） 
  後期日程  平成 22年３月 13日（土）

試験場
　前期日程

科 類 試験場

文科一類

東京大学   教養学部文科二類

文科三類

理科一類 東京大学  
法・文・経済・教育・
薬・医・理・工・農の各学部

理科二類

理科三類

　後期日程
科 類 試験場

全科類
（理科三類を除く）

東京大学　法学部

合格者発表
○第１段階選抜合格者発表
前期日程
　平成 22年２月 10日（水）13時ごろ、本郷地区キャ
ンパス内（弓道場前）に合格者の大学入試センター試験
「試験場コード」及び「受験番号」を掲示する。

後期日程
　平成 22年３月 10日（水）13時ごろ、本郷地区キャ
ンパス内（弓道場前）に合格者の大学入試センター試験
「試験場コード」及び「受験番号」を掲示するとともに、
合格者には電子郵便（レタックス）により「合格通知書」
を、また、不合格者には、「不合格通知書」を送付する。  

○合格者発表
前期日程
　平成 22年３月 10日（水）13時ごろ、本郷地区キャ
ンパス内（弓道場前）に合格者の第２次学力試験受験番
号を掲示するとともに、合格者には電子郵便（レタック
ス）により「合格通知書」を送付する。

後期日程
　平成 22年３月 23日（火）13時ごろ、本郷地区キャ
ンパス内（弓道場前）に合格者の第２次学力試験受験番
号を掲示するとともに、合格者には電子郵便（レタック
ス）により「合格通知書」を送付する。
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平成 22 年度入試に伴う臨時措置（本郷キャン
パス）について

本部入試グループ

Ⅰ　平成 22 年度大学入試センター試験及び第２次学力
試験（前期日程）の実施に伴う入構制限等の臨時措置（本
郷関係）について

　平成 22年度の大学入試センター試験（平成 22年１月
16日（土）、17日（日））及び第２次学力試験　前期日
程（平成 22年２月 25日（木）、26日（金））の実施の
ため、次のとおり入構制限等の臨時措置をとることとす
る。

１．授業の休止
（1） 大学入試センター試験
平成 22年１月 15日（金）
　試験場準備のため、試験に使用する教室について、原
則として午後の授業は休止する。
（2） 第２次学力試験（前期日程）
平成 22年２月 24日（水）
　試験場準備のため、試験に使用する教室について、原
則として午後の授業は休止する。
平成 22年２月 25日（木）、26（金）
　試験当日のため、授業は休止する。

２．試験場区域
　試験場区域を次のとおり設定する。
（1） 本郷区域（本郷地区から本部棟・附属病院・第二食
堂建物・環境安全研究センターを除く区域）
（2） 農学部区域（弥生地区から地震研究所・農学部グラ
ウンド・野球場を除く区域）
（3） ただし、大学入試センター試験にあっては、「（1） 
本郷区域」のみとし、（1）及び（2）の区域に通じる陸
橋は封鎖する。

３．入構制限等
（1） 入構許可
　試験当日は、「受験者」、「本学教職員」、「研究のため
に特に入構を必要とする本学学生･研究生」及び「特に
入構を許可された者」は入構できるが、その他の者の試
験場区域への入構は禁止する。なお、入・出構の際は、
警備担当者の指示に従うこと。また、試験場区域におい
ては、試験の妨げにならないよう静粛にすること。
（2） 「身分証明書」の提示
入構に際しては、次のとおり「身分証明書等」を提示す
るものとする。
①「本学教職員」‥‥‥「身分証明書」
※「入試実施本部関係教職員」は、「入試統一腕章」を
着用する。

②「研究のために特に入構を必要とする本学学生・研究
生」‥‥‥「学生証・研究生証」
③「特に入構を許可された者」‥‥‥「入試特別入構証」
※「入試特別入構証」は、大学入試センター試験用及び
第２次学力試験（前期日程）用の２種類とする。

４．試験場区域への入・出構は、次によるものとする。
（1） 本郷区域
①「本学教職員」、「研究のために特に入構を必要とする
本学学生・研究生」及び「特に入構を許可された者」
正門、赤門、弥生門、薬学ゲート、理学部 1号館と化学
館裏の間、二食ゲート
②「受験者」
正門、弥生門、薬学ゲート、理学部 1号館と化学館裏の
間、二食ゲート
　ただし、大学入試センター試験にあっては、二食ゲー
トは使用できない。なお、赤門からの入構は、正門の混
雑時及び雨天、降雪時に限り中央実施本部の判断により
行う。

（2） 農学部区域
①「本学教職員」、「研究のために特に入構を必要とする
本学学生・研究生」及び「特に入構を許可された者」
農正門及び南門
②「受験者」
農正門

（3） 上記の各門及びゲート以外からの立ち入りを禁止す
る。
　なお、龍岡門及び池之端門は平常通りとする。また、
懐徳門と西片門は封鎖する。

備　考
１．報道関係者等
　「報道関係者等」は、腕章による識別ではなく、広報
委員長の発行する「入試特別入構証」により入構を認め
る。
　なお、報道関係者等への対応は広報委員会を通じて行
う。
２．その他
（1）試験場区域への車両による入・出構は、原則として
認めないが、やむを得ない事由のある者の入・出構は、
薬学ゲート、二食ゲート及び弥生門、農正門とする。但
し、オートバイについては、エンジンを切った場合のみ
入・出構を認める。
（2） 附属病院の業務は平常通りとなっており、附属病院
の業務に関連して、試験場区域に入構する必要がある場
合には、「教職員」については「身分証明書」、「学生・
研究生」については「学生証・研究生証」、「その他の者」
については「入試特別入構証」を必ず提示すること。
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Ⅱ　平成 22 年度第２次学力試験（後期日程）の実施に
伴う入館制限等の臨時措置（本郷構内）について

　第２次学力試験　後期日程（平成 22年３月 13日（土））
の実施のため、次のとおり入館制限等の臨時措置をとる
こととする。

１．授業の休止
第２次学力試験（後期日程）
平成 22年３月 12日（金）
　試験場準備のため、試験に使用する教室について、原
則として午後の授業は休止する。
平成 22年３月 13日（土）
　試験当日のため、授業は休止する。

２．試験場
　法文１号館

３．入館制限等
　試験当日は、試験場を設定した当該建物への「受験者」
及び「入試関係教職員」以外の立ち入りは原則として禁
止する。

４．試験場への入館
　「受験者」及び「入試関係教職員」の出入口については、
各建物の指定された場所とする。

備　考
１．報道関係者
　報道関係者の入館及び構内での取材については、広報
委員会を通じて行う。

Ⅲ　平成 22 年度第２次学力試験合格発表（前期日程）
の実施に伴う車両通行規制の臨時措置（本郷関係）につ
いて

　平成 22年度の第２次学力試験　前期日程合格発表（平
成22年３月10日（水））の際、受験者等の安全確保のため、
次のとおり通行規制の臨時措置をとることとする。

１．規制区域
　医学部本館前ロータリー～赤門～正門
   
２．規制時間
　11：00～ 15：00

３．規制車両
　自動車及びオートバイ（合格発表関係車両を除く）
   
４．注意事項
　上記２の規制時間帯以外でも、車両での通行の際は、

受験者等の安全確保を第一に考え、通行すること。

○　平成 22年度大学入試センター試験及び第２次学力
試験（前期日程）の実施に伴う入構制限等の臨時措置（駒
場関係）について
　平成 22年度の大学入試センター試験（平成 22年１月
16日（土）・17日（日））及び第２次学力試験前期日程
（平成 22年２月 25日（木）・26日（金））の実施のため、
次のとおり入構制限等の臨時措置をとることとする。

１．授業の休止
（1）大学入試センター試験関係
平成 22年１月 15日（金）
　試験場準備のため、原則として午後の授業は休止する。

（2）第 2次学力試験（前期日程）関係
　駒場キャンパスにおける授業ならびに学期末試験は終
了しているので、この措置はとらない。

２．試験場区域
　試験場区域を別図のとおり設定する。入試当日は黄・
黒のロープによって、その境界を明示する。

３．入構制限等
（1）入構許可
　試験当日は、「受験者」、「本学教職員」、「研究のため
に特に入構を必要とする本学学生・研究生」及び「特に
入構を許可された者」は入構できるが、その他の者の入
構は禁止する。なお、試験場区域においては、試験の妨
げにならないよう静粛にすること。

（2）「身分証明書」の提示
　入構に際しては、次のとおり「身分証明書等」を提示
するものとする。
①　「本学教職員」・・・「身分証明書」
②　「研究のために特に入構を必要とする本学学生・研
究生」・・・「学生証・研究生証」
③　「特に入構を許可された者」・・・「入試特別入構証」

（3）受験者の入・出構は、大学入試センター試験及び第
２次学力試験（前期日程）とも、正門のみとする。

（4）「本学教職員」、「研究のために特に入構を必要とす
る本学学生・研究生」及び「特に入構を許可された者」
の入・出構は、正門（バレーコート脇含む）及び坂下門
横とする。

平成 22 年度入試に伴う臨時措置（駒場関係）
について

本部入試グループ
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（5）入試当日、西門・北門（野球場門）・裏門・炊事門・
梅林門は閉鎖する。

備　考
１．報道関係者等
　報道関係者等は、腕章による識別ではなく、本学広報
委員会の発行する「入試特別入構証」を所持する者のみ
入構を認める（報道関係者の取り扱いは、本学広報委員

会を通じて行う）。

２．「入試特別入構証」の発行
　「入試特別入構証」の発行手続きは、本部総務グルー
プ総務チームで行う（報道関係者を除く）。

３．その他
　入試当日、車輌の入構は原則として禁止する。

発令日、部局、職、氏名（五十音）順
人事異動（教員）事   務   連   絡

※ 退職後又は採用前の職等については、国の機関及び従前国の機関であった法人等のみ掲載した。
 東京大学における教員の任期に関する規則に基づく専攻、講座、研究部門等の発令については、記載を省略した。

氏名 異動内容 旧　（現）　職等
（採　　用）

21.12.1 本田　賢也 大学院医学系研究科准教授 大阪大学大学院医学系研究科准教授

21.12.1 平林　由希子 大学院工学系研究科附属総合研究機構准教授 山梨大学大学院医学工学総合研究部助教

（昇　　任）
21.11.16 鈴木　克幸 大学院工学系研究科教授 大学院新領域創成科学研究科准教授

21.11.16 藤井　恵介 大学院工学系研究科教授 大学院工学系研究科准教授

21.11.16 西野　成昭 大学院工学系研究科准教授 人工物工学研究センター助教

21.11.16 松田　浩一 医科学研究所附属ヒトゲノム解析センター准教授 医科学研究所附属ヒトゲノム解析センター助教

21.11.16 武山　健一 分子細胞生物学研究所附属細胞機能情報研究センター
准教授 分子細胞生物学研究所講師

21.12.1 東原　和成 大学院農学生命科学研究科教授 大学院新領域創成科学研究科准教授

21.12.1 溝口　照康 生産技術研究所准教授 大学院工学系研究科附属総合研究機構助教

（配 置 換）
21.11.16 淺間　一 大学院工学系研究科教授 人工物工学研究センター教授

21.12.1 根本　利弘 地球観測データ統融合連携研究機構准教授 生産技術研究所准教授
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特集
02	 大学発→学校行き
	 大学発教育支援コンソーシアム推進機構（CoREF）

の活動
06	 第８回ホームカミングデイ開催！

08	 秋の紫綬褒章受章
11	 文化功労者顕彰

13	 高齢社会総合研究機構
	 東大、ソウル大、APRU共催で、高齢社会に関する国

際会議を開催
13	 本部キャリアサポートグループ
	 知の創造的摩擦プロジェクト第９回交流会開催
14	 環境安全本部	
	 防災訓練（本部棟・第二本部棟）実施される
15	 地球観測データ統融合連携研究機構（EDITORIA）
	 第４回国家基幹技術「海洋地球観測探査システム」フ

ォーラム開催
16	 本部学生支援グループ
	 学生企画「本郷キャンパス食環境改善プロジェクト」

14000人のメニューコンテスト試食会・授賞式開
催さる

16	 本部留学生支援グループ
	 株式会社アサツー	ディ・ケイ会長と東京大学アサ

ツー	ディ・ケイ中国育英基金奨学生、本学関係者の
懇談会を開催

17	 海洋アライアンス
	 第７回イブニングセミナー「大陸棚限界委員会の科

学と政治学」を開催
17	 海洋アライアンス
	 平塚沖総合実験タワー開所記念講演会開催
18	 本部奨学厚生グループ
	 「東京大学外国人留学生特別奨学制度平成21年度

10月期研究奨励費受給者証書授与式」を開催
19	 本部人材育成グループ
	 東京大学教職員永年勤続者表彰式行われる
20	 本部入試グループ
	 入試事務室の設置
20	 本部入試グループ
	 平成22年度大学入試センター試験の本学割当数決

まる

21	 物性研究所
	 第３回東京大学堀場国際会議を開催
21	 大学院農学生命科学研究科・農学部
	 附属牧場で「牧場公開デー」開催される
22	 社会科学研究所
	 ソウル大学日本研究所主催のシンポジウム「日本に

おける21世紀の高等教育像」に参加
23	 大学院法学政治学研究科・法学部
	 バーベキュー・パーティを開催
23	 大学院医学系研究科・医学部
	 医学部解剖体慰霊祭が行われる
24	 医科学研究所
	 医科学研究所で動物慰霊祭行われる
24	 東洋文化研究所
	 講演会「はじめての漢籍」を開催

25	 空間情報科学研究センター
	 CSIS	DAYS	2009を開催
25	 大学院教育学研究科・教育学部
	 本田教授の特別授業が教育学部附属中等教育学校で

行われる
26	 大学院教育学研究科・教育学部
	 教育学部創立60周年記念式典・祝賀会を開催

27	 本部学務グループ
	 平成21年11月１日現在学生数
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35	 大学院農学生命科学研究科・農学部
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	 年末年始の業務について
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37	 大学院理学系研究科・理学部
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コラム

巻末特別記事

医学部附属病院中庭の
クリスマス・イルミネーション

キャンパスニュース

お知らせ

今号で 2009年最後の学内広報です。今年度の学内広報は、コラムが増えたり、写真募集コーナー
ができたりと、より充実してきたのではないかと思います。また、こちらからの原稿執筆や特集
制作のお願いに対し、快くご協力してくださった教職員の皆様にこの場を借りてお礼申し上げま
す。本当にありがとうございました。そして、この１年は公私ともに多くの方に支えられている
ことを感じた１年でした。来年も引き続きどうぞよろしくお願いいたします！！（り）



心理教育相談室の窓から

　大学に心理教育相談室という小さな施設があるのをご存じだろうか？弥

生キャンパス総合研究棟の三階にある。一般の方々から広く心理相談を受

けつけている。教育学研究科附属のカウンセリング機関であるが、三つの

役割を担っている。ひとつは、相談に訪れる人の悩みと願いに応えるべく

相談実践を粛々と続けるという、地域貢献活動を展開する小さな拠点たる

ことで、二つ目は、実践を学術的研究へと高めてゆくこと、第三が、心理

相談を学ぶ大学院生たちに系統だった研修トレーニングを提供し、教育機会を開くことである。

　歴史を紐解くと、1957年にゼミの研究・実践活動として始まり、1983年には文科省（旧文部省）が認可

した相談機関となった。約半世紀前、社会貢献や開かれた大学という言葉がよく聞かれるようになるずっと

以前に、実践型の学びを不可欠とし、そのための組織づくりを始めたことは、当時として特筆に値しよう。

2009年現在、理論アプローチは多様化し介入法もはるかに複雑になったが、臨床実践とその丁寧な振り返り・

検討によって相談の質を保障し、援助専門職の技能を高めてゆくスタイルは今なお変えずに続けている。

　実践型学びの意義が、ある集団の声を直接に聞き、生きる現実にダイレクトに関わる点にあることは言う

までもない。個々の期待に応えつつ、背後にある彼らを、また我々を取り巻く社会システムの保護力、統制

力を直に知ることが出来る。持ち込まれる相談内容の変化から、社会システムの変貌も感じ取ることになるが、

発達障害という言葉を掲げた相談の激増ぶり、就労／復職へのプレッシャー、家族など親密な人間関係の確

執の深刻化を昨今の傾向として挙げることが出来る。共に暮らす集団の中に異質性を内包することが、頓に

難しくなっているのではと想像せざるを得ない。効果や能率が強く求められる時代であり、多様性を尊重す

ることは限りなく難しい。社会システムのマイナスの変化に棹さすという課題に、先端であり成果を誇る大

学の相談室だからこそ、取り組んでゆきたい。

中釜洋子（大学院教育学研究科・教育学部）
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